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（一）「熊さん今日はどうしたか、朝から病気でお休か」

　「いや〳〵会社もこまるでネ、賃銀ね上げの怠業さ」

（二）「熊さん今日はどうしたか、又怠業ヂャあるまいネ」

　「イエ〳〵どうしてもう今日は、会社に者がありすぎて、

（三）　とう〳〵こんなになりました、どこかによい口があったならどうか世話しておくんなさい」

　熊さん頭をかいて居た。


（一一・六・一四）
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